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ナカバヤシの「紙でストロー 接着も天然素材」は本当に環境にやさしいか？ 
 
こういう記事を⾒れば、つい「原始に帰ったら」と
考えてしまう。そもそもストローを⽇本語に訳せば
⻨わらである。 
 
ストロー【straw】 の解説 goo 辞書 
１ ⻨わら。 
２ ⽜乳や清涼飲料⽔などを飲むために⽤いる、⻨わ
らやプラスチックなどで作った細い管。 
 
⻨わらは中空筒状でセルロースよりできている。 
 
近代⽇本におけるストローの始まり 
http://www.shibase.co.jp/knowledge/index.html 
岡⼭県の南⻄部に位置する寄島町が発祥と⾔われて
います。寄島町史によると、明治時代に始まった真
⽥の⽣産が原点で、 ⻨稈真⽥（⻨藁で真⽥紐のよう
に編んだもの。）を⽤いた⻨稈帽⼦（⻨わら帽⼦）の
⽣産が始まったのが明治 34 年ごろで、同じ頃に、⻨
稈を原料としたスト ローの⽣産が川崎三⼀の⼿に
よって始められたとなっています。つまり、最初の
ストローは⻨藁です。英語で straw は、藁（ワラ）
のこと ですので、ストローの名前は⻨藁からきてい
るのです。 
ちなみに、strawhat（ストローハット）とは⻨わら帽⼦のことですね。⻨稈ストローから始
まっ たストローも、原料の⻨稈が農業構造の変⾰から減産したことと、原料の品質が不揃
いであることから、紙ストロー（紙⻨藁帽⼦を巻いて筒状にしたストロー）へと移⾏ する
も、消費の伸びから需要に応じきれず、ビニールストローへと移⾏し、そして、現在のポリ
プロピレンを原料としたストローに⾄っています。 
すなわち⻨わらを模した中空の形状や⽤法は変わっていない事から現在でも変わらぬ『ス
トロー』という名で呼ばれ続けています。 


